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令和５年度長野県児童生徒・運動能力調査について 

 

 

Ⅰ 調査の概要 
 １ 調査の目的 

  ○ 県内の児童生徒の体力・運動能力の実態を把握し、今後の体育指導の改善及び基礎体力養成の資

料とする。 

 ２ 調査の名称 

令和５年度「長野県児童生徒・運動能力調査」（以下「本調査」という） 

※全国の「体力・運動能力調査６～11歳及び 12歳～１９歳」に準じて行っている 

※全国すべての小学 5年生、中学 2年生を対象とした「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」

とは対象や目的、質問項目等が異なる調査である。 

 

 ３ 調査の対象及び調査校数・調査児童生徒数 

 （１）小学校   １～６学年の男女児童    ６０校 

（２）中学校   １～３学年の男女生徒    ４０校 

（３）高等学校  １～３学年の男女生徒    １２校 

                  総 計  １１２校 

 

 

 調査学校数 
調査児童生徒数 

男子 女子 合計 

小学校 ６０校 6,158人 6,229人 12,387人 

中学校 ４０校 5,403人 5,200人 10,603人 

高校 １２校 2,683人 2,627人 5,310人 

 

 

 ４ 調査事項 

 （１）児童生徒に対する調査 

   ① 実技に関する調査 

 テスト項目 

小学校  

握力 

 

上体 

起こし 

 

長座 

体前屈 

 

反復 

横とび 

20ｍｼｬﾄﾙﾗﾝ※１  

50ｍ走 

 

立ち幅 

とび 

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ 

投げ 

中学校 

高校 

20m ｼｬﾄﾙﾗﾝか 

持久走※２の選択 

ﾊﾝﾄﾞﾎﾞｰﾙ 

投げ 

体力要素 筋力 筋持久力 柔軟性 敏捷性 全身持久力 疾走能力 跳躍能力 投球能力 

※１ 往復持久走（一定の間隔で鳴る電子音に従って 20ｍを走り、折り返し回数を測定）  ※２ 男子は 1500ｍ、女子は 1000ｍ 

 

② 質問紙調査 

  ・運動部や地域スポーツクラブへの所属状況 

     ・運動やスポーツの実施状況（学校の体育の授業を除く） 

     ・１日の運動・スポーツの実施時間（学校の体育の授業を除く） 

     ・朝食の有無 

     ・１日の睡眠時間 

     ・１日のテレビ（テレビゲームも含む）視聴時間 

 

 

 ５ 調査実施日 

   2023年４月から７月までの期間 

 

 

本県（公立）の調査校数・調査児童生徒数 
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Ⅱ 調査項目と評価 

１ 体力テスト種目と体力要素及び測定方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※上表は中学校の種目。小学校は、⑤－１持久走はなく、ボール投げは、ソフトボール投げとなっている。 

 
２ 項目別得点表と総合評価基準表 

  【小学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位

① ㎏

② 回

③ ㎝

④ 点

⑤-1 秒

⑤-2 回

⑥ 秒

⑦ ㎝

⑧ m

点

５段階

握力

上体起こし

長座体前屈

反復横とび

体力要素 測定

30秒間に上体を起こした回数．

長座位で前屈したときの両手の前方への移動距離．

20秒間に両脚で左右側方に反復跳躍した回数．

体力テスト種目

左右握力の平均値．

持久走 全身持久力・長距離走能力

筋力

筋パワー・筋持久力

柔軟性

敏捷性

全身持久力

50ｍ走

８種目の体力テストをすべて実施した場合、体力テスト合計得点の良い方からABCDEの５段階で評定した体力の総合評価．

疾走能力

筋パワー・跳躍能力

巧緻性・投球能力 ハンドボール２号球を遠投した距離．

８種目の体力テスト成績を１点から10点に得点化して総和した体力テスト合計得点．体力合計点

総合評価

立ち幅とび

ハンドボール投げ

20ｍシャトルラン

男子1500m，女子1000mの走行時間．

20m走行の折り返し回数．

どちらかの１種目を選択．両方実施した場合は得
点の高い方で総合評価しています．

50mの疾走時間．

両脚で前方へ跳躍した直線距離．
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  【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


